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―「城市郎文庫展―出版検閲とその処分」記念講演会―
城市郎文庫と出版検閲
日 時：2019 年 10 月 26 日（土）13：30〜16：30
会 場：明治大学中央図書館地下 1階多目的ホール
司会（竹内栄美子：明治大学文学部教授） 時間になりましたので、ただい
まより「城市郎文庫と出版検閲」の講演会を始めたいと思います。
本日は、明治大学駿河台キャンパスにようこそおいでくださいました。
進行役を務めます文学部の竹内栄美子と申します。よろしくお願いいたし
ます。
明治大学では、2011 年に、発禁本のコレクターである城市郎氏から約
9,000 点の蔵書をご寄贈いただきました。「城市郎文庫」として、本学の特
色あるコレクションに位置づけられておりまして、2011 年にご寄贈いただ
いた後、2012 年に展示会をいたしました。これ（「城市郎文庫展 出版検閲
と発禁本」）がそのときのパンフレットになります。
その後、「城市郎文庫」の全体を調査いたしまして、2017 年に目録を作成
して刊行いたしました。ちょっと分厚いもので、これ（『城市郎文庫目録』）
がその目録になります。
今回、先週から開催しております展覧会のパンフレットはこちら（「城市
郎文庫展―出版検閲とその処分」）になりますけれども、2017 年に完成し
た目録によりまして、「城市郎文庫」の全容がわかってまいりました。その
全容を踏まえての開催となります。私ども、城市郎文庫研究会という研究
会を組織いたしまして、定期的に回を重ねて今回の展覧会および講演会を
企画いたしました。
本日の講演会は、検閲研究で有名な浅岡邦雄先生、大逆事件の研究で著
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名な山泉進先生、それぞれのご講演がございます。その後、途中 10 分ほど
休憩をとりまして、後半は、ゲストとしてお迎えしております平凡社の湯
原公浩様にお話を伺いたいと思います。湯原様は、『別冊太陽』の編集者と
して城市郎氏と深いつながりがありまして、今日はたいへん興味深いお話
を伺えると思っております。聞き手は、私ども城市郎文庫研究会の須川善
行さんが務めます。
この「城市郎文庫」は、検閲の対象となった実際の書籍が含まれており
まして、出版検閲の歴史がわかるたいへん貴重なコレクションです。明治
大学には「権利自由・独立自治」という建学の精神がございますが、言論
や思想の自由を考えるとき、検閲という問題はたいへん重要なテーマと
なってまいります。今回の展覧会や本日の講演会で、このテーマについて
皆様とご一緒に考えることができればと願っております。
では、初めに南保図書館長よりご挨拶を申し上げます。
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【 挨 拶 】 南保勝美（明治大学図書館長・法学部教授）
ただいまご紹介にあずかりました図書館長を務めております法学部の南
保と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
本日は、昨日までの嵐から打って変わってたいへん晴れ晴れとしたいい
天気に恵まれたわけですけれども、遠いところからお越しいただいた方も
いらっしゃるかと思います。本学図書館にお越しいただきまして、まこと
にありがとうございます。
ご案内のように、憲法 21条の１項で、表現の自由、言論・出版の自由を
保障する。２項のほうで検閲を禁止する。こういうことになっているので
すけれども、こういった自由といったものを勝ち取るまでにはそうとうの
歴史を経てきているわけです。また、このような自由が認められるとして
も、実質的にはその自由が侵害されるケースも、現代社会においてはあり
得るという意識を持っているところであります。
そういう意味では、本日のご講演が、表現の自由、出版の自由、こういっ
たものの本質を考えさせられるようなテーマで、あり方についても、これ
から再考できるような形で社会自体を見つめ直すよい機会になればと考え
ているところでもあります。
本日のご講演の浅岡先生、山泉先生、どうぞよろしくお願いしたいと思っ
ております。
それでは、時間も迫ってまいりましたので、早速ご講演のほうに入って
いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
司会：ありがとうございました。
では、浅岡先生にご講演をお願いしたいと思います。浅岡先生のご紹介
をいたします。
浅岡先生は、元中京大学の教授で、出版史や検閲についてのご研究で知
られておりますが、『〈著者〉の出版史：権利と報酬をめぐる近代』という
ご著書をはじめ多数の検閲、出版史に関わるご研究があります。
では、浅岡先生、よろしくお願いいたします。
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【 講演１ 】
城市郎文庫の特徴と出版検閲の処分
浅岡邦雄（城市郎文庫研究会・元中京大学教授）
浅岡でございます。今日は、１階で行われておりますギャラリー展示の
関連講演会ということで、トップバッターとしてお話をいたします。
特にレジュメを作りませんでしたので、このパンフレット（「城市郎文庫
展―出版検閲とその処分」）をご覧いただきながらお聞きいただければと
思います。
今日の話のタイトルを「城市郎文庫の特徴と出版検閲の処分」と掲げま
した。話の内容は、「城市郎文庫」というのはどういうものなのか、その特
徴についてがまずひとつの柱です。もうひとつは、出版検閲でどのような
処分が行われていたのか、この２つが柱になります。城さんは、戦前の検
閲だけではなくて、戦後に刑法 175 条、いわゆる猥褻文書の頒布に関する
資料もたくさんお持ちです。その中で特に有名なチャタレー、サド、四畳
半、この３件に関するものを展示いたしました。この刑法 175 条の摘発に
関する話を最後にして、終わりにしたいと考えております。
１ 城市郎文庫資料と展示の概要
明治大学の図書館に「城市郎文庫」というたいへん貴重なコレクション
がどういう経緯で入ったのかということを、ごくかいつまんでお話しいた
します。
私が聞いておりますところでは、城さんの側から明治大学の図書館に寄
贈を受け入れてもらえるだろうかという打診があったのが、2009 年の 11
月だそうです。城さんは長いあいだ闘病生活をされていましたので、城さ
んの著書をたくさん出されていた河出書房、今日お見えですけど、元河出
書房編集者の福島紀幸さんを通じて明治大学の先生にお話があって、その
先生から図書館のほうにこういう話があるのだけれども、という打診が
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あったそうです。
その後、図書館から大阪の城さんのお宅に伺っていろいろ打ち合わせを
して、正式に 2011 年３月から、いっぺんに届いたわけではないそうですけ
れども、何回かに分けて図書館に資料が送られてきたということだそうです。
2012 年６月にいわば「城市郎文庫」のお披露目という形で、同じギャラ
リーで１回目の展示を行いました。この段階では 7,000 冊ぐらいと聞いて
おりましたけれども、それが終わったあとからも大阪から資料が送られて
きたそうです。その後、『城市郎文庫目録』を４年ぐらいかけて図書館でお
作りになったわけです。これを作るときに、私が出版史や出版検閲の研究
をしているということで監修を委嘱されました。当時私は、名古屋で大学
の教員をしておりましたため、頻繁にこちらに来ることができませんでし
たので、月に１回、ときには 2回ぐらい来て、目録編集についていろいろ
アドバイスしたりしました。目録が 2017 年３月に完成いたしまして、こ
のときもプレス発表して、いくつかの新聞あるいは共同通信などが取り上
げてくれたということがございます。
それ以降、「城市郎文庫」の全体像がこの目録を作ったことによって見え
てきたということがあって、それで今回の展示会と記念講演会に至ったと
いうのが、これまでの経緯になります。
文庫の全体像ですけれども、目録の初めのほうに書いてありますけれど
も、総数 9,237 冊、内訳は、図書が 7,468冊、雑誌が 1,769 冊、タイトル
数で言いますと 389 タイトルということになります。
ただ、勘違いしないでいただきたいのは、約 9,000 冊の全てが発禁本と
いうことではありません。あとで詳しくお話しいたしますけれども、何ら
かの処分を受けたもの、これは戦後の刑法 175 条による摘発本も含めてで
すけれども、目録を作るときに発禁本を含むもう少し大きい概念を包括す
る言葉として「筆禍」という言葉を使いました。その筆禍資料となるのが
1,662 冊、一般資料が 7,575冊。筆禍資料は全体の約 18％です。ですから、
２割弱が発売禁止だったり削除であったり、戦後の刑法 175 条の摘発本で
あったりということになります。これが「城市郎文庫」の総体ということ
になります。
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次に、「城市郎文庫」はそもそもどういう文庫で、どんな特徴があるのか
ということです。
いくつかありますけれども、城さんのお名前には必ず「発禁本のコレク
ター」とか、「発禁本の蒐集家」という形容が付くわけです。確かに城さん
はたくさん発売禁止の本をお持ちですけれども、城さんの文庫というのは、
たいへんに多種多様な資料が入っています。おそらくあとで湯原さんのほ
うからもお話があるかと思いますけれども、平凡社の『別冊太陽』で４冊、
発禁本と城さんのことを扱ったものが出ておりますけれども、その４冊目、
『城市郎の発禁本人生』のインタビューの中で、城さんこういうことをお話
になっています。「実は、私の持っている本で発禁本はほんの一部なんで
すよ。それ以上に、いろいろな限定本とか初版本とか、珍しい豆本、署名
がしてあったり、直筆の手紙付きのもの、漫画の原画なんかも山ほど持っ
ていますし、二度と手に入らないようなものもあるんです」ということを
おっしゃっているのです。その何行かあとに「だから、発禁本以外のこれ
らの本もあわせて、大事に保管して後世につないでくれる、どこかそうい
う機関に納められれば……、と思っているんです」と、いまから 10数年前
のインタビューで城さんは語っているのです。実際、城さんの蔵書という
のは必ずしも発禁本に限らずいろいろなものがあります。先ほども言いま
したように、戦後摘発を受けたものであるとか、あるいは豆本であるとか、
特装本とか、署名本とか、初版本とか、発禁本でない資料もたくさん集め
られていたというのが、ひとつの特徴としてあります。
それともうひとつ筆禍資料について言うと、個人のコレクションとして
はたいへん貴重な、これは展示のほうにも並べておきましたけれども、き
わめて稀少性の高い資料をお持ちです。
２ 検閲原本
具体的に申しますと検閲原本です。あとで納本・検閲の話をするときに
触れますが、内務省警保局図書課というところで検閲を行っていましたけ
れども、そこで検閲をして、不問で何の処分も受けないもの、あるいは何
らかの処分を受けるもの、というふうに分けられるわけです。何の処分も
受けなかった検閲原本というのは、私も持っていますし、公共図書館では、
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この近くの千代田図書館であるとか、京橋図書館、深川図書館というとこ
ろにかなりの量があります。なぜそういう公共図書館にあるのかという
と、事情がありまして、内務省が検閲をパスしたものを当時の東京市の主
要図書館に寄託したわけです（昭和 12 年以降）。そういうものを「内務省
委託本」と呼んでいますけれども、それらは全然処分を受けない、基本的
には検閲をパスした本ということになります。ところが、城さん個人のコ
レクションの中に検閲原本で処分を受けたものがあります。これは展示の
一番初めのところに並べておきましたけれども、パンフレットの４頁に１
から５まで上がっているもので、これは全て内務省で検閲をしたときに
使った本です。このうちの１から４までが発売禁止、５が削除の処分を受
けたものです。
１ 奈良正路著『検束・拘留・押収・捜索と如何に闘ふべきか』(希望閣 ,
1928・５)
２ 牧野精一著『五・一五テロ事件秘史』(精華書房 , 1932・10)
３ 覆面浪人著『馬賊になるまで』(後楽社 , 1924・２)
４ 谷村黄石洞著『夢判断と夢の研究』(黄石文書刊行会 , 1933・７）
５ 『五・一五事件軍法会議記録』(日本書店 , 1933・９）
個人のコレクションで、こうした検閲原本でもって何らかの処分を受け
たものというのは、たいへん貴重な資料ということになります。
３ 発売禁止
それから、同じく貴重なものとして「発売禁止」というのがあります。
パンフレットの 5 頁にも書きましたけれども、「出版法」と「新聞紙法」と
いう２つの法律がありまして、図書とかパンフレットは出版法、新聞・雑
誌といった逐次刊行物は新聞紙法によって基本的に取り締まられていたわ
けですけれども、それぞれに発売禁止の条項があります。出版法ですと第
19条、新聞紙法ですと第 23条。
出版法・第 19条 安寧秩序ヲ妨害シ又ハ風俗ヲ壊乱スルモノト認ムル
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文書図画ヲ出版シタトキハ内務大臣ニ於テ其ノ発売頒布ヲ禁ジ其
ノ刻版及印本ヲ差押フルコトヲ得
新聞紙法・第 23条 内務大臣ハ新聞紙掲載ノ事項ニシテ安寧秩序ヲ紊
シ又ハ風俗ヲ害スルモノト認ムルトキハ其発売頒布ヲ禁止シ必要
ノ場合ニ於テハ之ヲ差押フルコトヲ得
下のほうに写真を載せておきました『煩悶記』。ご存じの方も多いと思
いますけれども、日光の華厳の滝に飛び込んで自殺した一高生の藤村操が、
実はそこで亡くならずに生き残って書いたものとして刊行された偽書で
す。実はこの『煩悶記』、たいへん稀少性の高いもので、私が知る限り、公
的機関で『煩悶記』を所蔵しているのは、いまのところ明治大学図書館と
関西大学図書館の「谷澤永一コレクション」の２つです。それ以外に、い
まはどこにあるかわからないのですけど、野間光辰という近世文学の研究
者が持っているということを、日本近代文学館の館報に書いています。そ
れから、何年か前の古書展で 170万円だかの値段が付いて、これは新聞記
事にもなったことがあります。そういうふうにたいへん数が少ない貴重書
中の貴重書と言っていいかと思います。その『煩悶記』があります。
それからもうひとつ『戀愛文學』という青柳有美という人が書いた本で
す。これは６頁の７番目に書いておきましたけれども、この本に「少雨荘」
というのは斎藤昌三の号ですけれども、斎藤昌三の旧蔵書で、書き込みが
してあるんです。「本書は一度押収裁断されしを克明に再生せしめた珍籍
也」とあります。発売禁止になったので、真っ二つに裁断されたものを、
どういうふうにしてつなぎ合わせて、誰がそれをしたのか全くわかりませ
んけれども、そういう極めて珍しい本なんだということが、斎藤昌三の書
き込みで残っています。これは、おそらく斎藤昌三から城さんが譲り受け
たのだろうと思いますけれども、こういうふうなたいへんに稀少性の高い
資料をお持ちだということです。
目録を作る過程で気がついたのですけれども、城さんは、その本が何ら
かの処分になったものについては、パラフィン紙あるいは白い紙を本に付
けて、そこにメモ書きで、どういう処分を受けたかということを書き込ん
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でいます。これはたくさんあるので、２、３のものは展示に出してありま
すけれども、城さん自身が直接書き込んだメモがたくさん残っています。
それから、これは意識的に城さんがされたんだと思うのですが、削除で
あるとか分割還付だとか、処分を受けたもの、そういうものの無削除のも
のを意識して集められていたのではないかと思います。と言いますのは、
もちろん削除されたものもお持ちなんですけれども、削除本と無削除本と
両方持っている。そうすると、どこのところが削除されたかというのが、
付き合わせればわかるということがある。ですから、既にお持ちの本で
あっても、目録に出ると、また購入されたということがしばしばあったの
だろうと思います。
明治大学の図書館に入ったときは１万弱ですけれども、平凡社の『別冊
太陽』のインタビューでは、その時点では２万点ぐらいあったようです。
おそらく城さんの長い闘病生活でお手元の資料をだいぶ処分されたようで
す。古書の世界で、ずいぶん城さんの本が出てきているという話が図書新
聞などに載ったことがありますし、私なども聞いたことがあります。です
から、実際は、こちらの図書館に来ているものの倍以上はあったのでしょ
うけれども、城さんの旧蔵書というのは、いま申し上げましたようにパラ
フィン紙がかかっていたり、紙がかかっていたり、「城文庫」という判子が
押してあったりということで、すぐにこれは城さんの旧蔵書だという特徴
がありますから、古書の世界に出ると、城さんの資料が出てきたんだとい
うふうにわかるということがあります。
こういう特徴を持った「城市郎文庫」をもとに、どういう形で展示をや
ろうかと考えたわけですけれども、どうしても「発禁」という言葉が城さ
んには付いて回るわけです。パンフレットの５頁を見ていただきたいので
す。
内務省の検閲で最もよく知られているのは、「発禁」という言葉ですけれ
ども、「発禁」という言葉は、もとの言葉を縮めて使っているわけです。実
は、「発禁」という言葉は２つの意味を持っていまして、一般によく使われ
る「発禁」というのは「発売禁止」を縮めたものです。これはパンフレッ
トに載せた出版法の第 19条と、新聞紙法の第 23条の条項ですけれども、
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例えば新聞紙法で「発売禁止」になると、雑誌ですと、その雑誌の 10 月号
が発売禁止になれば、10 月号だけ発売をしてはいけないということで、11
月号、12 月号は発行することができるわけです。ところが、「発行禁止」と
いうものがあります。これは出版法のほうにはありませんで、新聞紙法の
第 43条に定められています。どういうことかというと、それ以後、この新
聞、この雑誌は発行してはいかんという、新聞、雑誌の死刑宣告にあたる
たいへんに重い罰則です。「発売禁止」は行政処分ですけれども、「発行禁
止」はそれとは違って裁判所が行う司法処分なんです。ですから、そんな
に頻繁に「発行禁止」というものは出ないのですけれども、昭和に限って
も、いまのところ昭和４年と昭和 11 年の２件です。この「発行禁止」と「発
売禁止」というのは、縮めてしまえばどちらも「発禁」になってしまうの
で、「発行禁止」と「発売禁止」をごっちゃにしたり、あるいは誤って使っ
ているものがときどきあります。ですから、「発禁」といった場合、「発売
禁止」と「発行禁止」という２つの意味があるのだということをご承知お
きください。
「発売禁止」の話を続けますと、６頁目に、展示してあるものを１行程度
で説明をしておきました。『煩悶記』とか『戀愛文學』は先ほどお話ししま
したけれども、ちょっと変わったところで発売禁止になったものとしては、
８番目の高田義一郎の『凶器乱舞の文化：明治・大正・昭和暗殺史』とい
う本は、終わりのほうに「総覧」というのがありまして、そこに効果的な
暗殺方法を暗示する記述があるために禁止処分、『出版警察報』ではそうい
うふうに禁止の理由が書いてあります。
それから 10番目の金子佐一郎の『裸体運動』、これはヌーディストクラ
ブなどの写真などがたくさん入っているために風俗を害するということ
で、風俗禁止処分になったものです。
11番目の中山忠直の『我が日本学』、あとで展示を見ていただきたいの
ですけれども、この本の木箱が一緒に並べてあります。その木箱の、身の
底のところに斎藤昌三から城さんに「結婚の記念に進呈します」というこ
とが書いてあります。ですから、これも斎藤昌三から城さんが結婚記念の
お祝いとして譲り受けたものです。この本は安寧禁止になったんですけれ
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ども、その問題になった個所だけを変えて改訂版というのをあとで出して
います。そこがわかるように、城さんの文庫には、その改訂版もあります
ので、元の版と改訂版と両方並べておきました。
13番目の『犯罪公論』は雑誌ですけれども、目次の外枠のところに女性
のヌードといっても半裸ぐらいなんですけど、そういう写真が目次を囲ん
でいるわけです。そこの部分が風俗禁止、それから雑誌に載った「労働祭
犯罪史」が安寧禁止、両方で禁止になった本です。
まだまだ発売禁止になった本が城さんの文庫の中にはたくさんあるので
すが、発売禁止はこの程度で、次に移ります。
４ 差押
発売禁止処分を受ければ「差押」ということになります。現在の刑事訴
訟法の中にも「差押」という条項があるのですが、この頃の差押と多少意
味が違います。発売禁止になると、全国の各警察に連絡が行きまして、書
店なり出版社、取次にある本を押収する。そういう本には必ず判子が押さ
れます。下のほうにある瀧川幸辰の『刑法讀本』は発売頒布禁止で警視庁
の判子があります。わりと警視庁の判子はよく見かけるのですが、右側の
ほうは、大阪府の特別高等課、いわゆる「特高」の差押の判子です。これ
はちょっと珍しいので、展示に出しておきました。
こういう形で発売禁止になったものは警察が差し押さえる。差し押さえ
られたものには、こういう判子が押される。私も、判子が付いている本を
２、３冊持っていますけれども、戦後の昭和 20 年８月 15日以降に内務省
から漏れ出てきたのかもしれませんけれども、古書の世界では、こういう
判子のついた本がたまに出てくることがあります。
５ 削除
ここまでは、出版法あるいは新聞紙法で定められていることですが、実
は、法律で定められていない処分というのも、内務省では行っていました。
私は、それを「便宜的法外処分」と呼んでいますけれども、法律にそうい
う条文はないのです。ですけれども、取り締まる側としては便宜的な措置
としていくつかの処分を行っています。
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８頁目に「削除」とあります。よく検閲で削除になったと言われますけ
れども、事実検閲によって削除という処分が行われるわけですけれども、
ちょっと誤解されている向きもありまして、警察なり内務省が問題の個所
を破いたのではないかと思われていることがあるのですが、そうではあり
ません。「削除」というのは、パンフレットにも書きましたけれども、「或
一部を削り取つて了へば発売頒布せしむるも支障がない場合に、発行者の
支配下に於て当該部分削り取らしむること」とあって、発行者の支配下、
つまり発行した側に「何頁から何頁は削除だから切り取りなさい」という
連絡があって、出版者のほうがそこの部分を切り取るということです。で
すから、削除の連絡が来る前に流通に流れていたりした本は削除されてな
い。だから、城さんは削除の本と無削除の本と両方お持ちのものがけっこ
うあります。
ここには倉田百三の本であるとか、野依秀市の本とか、削除と無削除の
本を並べておきました。これは直接警察なり内務省が切り取るのではなく
て、発行元にその作業を委ねることになります。
この中で 23番目のロレンスの『太陽』というのは、『出版警察報』には
「外被紙ノ背斜河向婦人裸体写真」と書かれていて、女性のヌードのジャ
ケットがかかっているんですが、それが削除。だから、そのジャケットを
外せばいいという、そういう削除処分です。
24 番目の清野謙次の『ふまぬ影』というのは、この中に「阿伝陰部考」
という文章があって、そのある特定の個所だけをドイツ語で書いてありま
す。原書があって、その原書のドイツ語をそのままを載せているのですけ
れども、検閲する側はドイツ語ぐらい読める者がいますので、そこのとこ
ろが問題になって削除になったというものです。
それから 27番目の『文芸』、これは太宰治の「花火」という小説ですが、
これが全文削除になっています。昭和 17 年ですので、改造社が日配など
を通して『文芸』第 10巻 10号のこれこれの頁を削除するように、という
依頼の手紙を出している。それが残っていますので、それを展示してあり
ます。
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６ 次版改訂・次版削除
次に「次版改訂・次版削除」です。これは比較的軽微な処分でして、納
本された分についてはお咎めはないのですが、刷増するときは指摘された
個所を改訂あるいは削除しなさいというものです。近藤日出造の『家庭科
学漫画』などを並べておきました。
７ 分割還付
「分割還付」というのは明治・大正の頃からあったわけではなくて、昭和
２年９月１日以降に出版された出版物について発売禁止処分を受けたもの
が対象となります。発売禁止になれば差押を受けるわけですけれども、出
版元が問題の個所を削除して戻してほしいという願いを出して、内務省の
図書課で、よろしいと許可したものについては、そこの部分を警察が切り
取るか、警察が立ち合いで切り取って還付すること。これは一度発売頒布
禁止になったものですから、たいへん条件が厳しいです。実際、願い出て
許可されるのは 40％ぐらいです。条件については、パンフレットに書いて
おきました。
特に展示で、末弘厳太郎の『法窓漫筆』というのは、差押本と還付本と
両方あるので、差押本は下のほうに写真が載ってますけれども、右下のほ
うに警視庁の判子が押してあって、これが押収されたものです。左のほう
が分割還付で、問題の個所を切り取り、それで還付されたということにな
ります。
８ 注意
それから「注意」、これもごく軽微なもので、注意を受けたものが何らか
の処分を受けるわけではありません。わりと新聞や雑誌に掲載の段階で受
けることがあるのですけれども、将来もし単行本にするときは、そこの部
分を訂正するなり削除しなさいというものです。
こういうものを並べようというときに、城さんの文庫の中にはたいへん
いいものがちゃんと備わっているんです。『三田文学』も「城市郎文庫」の
中にありました。永井荷風の『散柳窓夕栄(ちるやなぎまどのゆうばえ)』
という本もありました。この 2つを並べると、この注意処分の実態が見え
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てきます。下のほうに写真がありますけれども、左が『三田文学』です。
ピンクのかぎ括弧の部分が注意処分を受けた個所です。それを籾山書店か
ら『散柳窓夕栄』という本を出すときに、「恋衣花笠森」（こいごろもはな
のかさもり）を収録したんですけれども、注意を受けた部分、右側の写真
を見ていただくと、ちょうど挿絵のような形でそこのところを隠しちゃっ
ています。「此のところ、此の如し」と書いてあって、十手の絵が入ってい
たりして暗示しているわけです。
森田草平の『煤煙』も、『東京朝日新聞』に連載していたときに、接吻す
るシーンのところを、単行本のときには改めよという注意を受けて、そこ
が単行本のときには変わっているということです。
「地下本」は飛ばします。残り時間があまりありませんので、最後に刑法
175 条の猥褻物頒布の摘発本について少しお話をいたします。
９ 刑法 175 条摘発本
城さんの文庫の中には、刑法 175 条で摘発を受けたものがたくさんあり
ます。展示では、最もよく知られているチャタレー裁判、サド裁判、四畳
半裁判の３件について並べておきました。
実は、城さんの本自体も、13頁目に写真を載せておきましたけれども、
『発禁本の世界』というスポーツニッポン新聞社出版局から出た本が摘発
を受けています。理由としては、「禁じられた個所を大幅に引用しすぎる」
ということだったようですけれども、城さんの話では、このときは版元の
ほうから「全てうちのほうで責任もってやりますから」ということで、城
さん自身はほとんど何もなかったとおっしゃっています。
右のほうの「Ｈ大佐夫人」というのが、戦後の刑法 175 条適用の第 1号
と言われている『猟奇』という雑誌の第 2号に載ったものです。それも文
庫の中にありましたので並べておきました。
10 チャタレー裁判関係
チャタレー裁判はたいへん有名な裁判で、サドも四畳半も同じなんです
が、最高裁まで行って、全て被告側の敗訴になっているわけです。チャタ
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レー裁判のときのいくつか関係資料を見てみますと、やはり時代というこ
ともあって、昭和 25年に出た本なんですけれども、いまから思うとへーと
思うようなことがあります。例えば、検察側の証人として、そこに名前が
あがっていますけれども、金森徳次郎というのは国会図書館の館長です。
阿部真之介というのは、巨人のキャッチャーではありません、NHKの会
長を務めたジャーナリストです。斎藤勇は英文学の第一人者です。土居光
知もそうです。渡辺銕蔵というのは東大の教授をやって、その後映倫の仕
事をしていた人です。大岡昇平が最高裁の判決が出たあとに『新潮』に
「チャタレーとサド」という文章を書いていて、全文を載せるのはやはりま
ずいということを書いています。それから、中野好夫が読売新聞に「風紀
と出版」だったか、チャタレーは猥褻本ではないけれども、やはり全部そ
のまま載せると若い人たちに影響があるだろうから、そこの部分は英語で
印刷したらどうかというふうなことを書いています。読売新聞の「編集手
帳」などは、まだ摘発を受ける前に、「警察はこういうのを放っておくのか」
というふうな多少あおりぎみの記事が載っているということもあります。
朝日新聞の「天声人語」も、ちょっと斜に構えて「こんなものを出してい
て」というふうな記事が載っています。朝日新聞の「天声人語」の場合は、
裁判になるとちょっとスタンスが変わってきますけれども、そういうこと
があって、やはり時代なのかなぁと。昭和 25年ですから、５、６年前はま
だ戦前のたいへん厳しい検閲などが行われていた時代ですので、そんなこ
とを感じました。
11 サド裁判関係
サド裁判の場合も、最高裁まで行って負けるのですけれども、チャタレー
のとき最高裁の裁判官全員が有罪だったんですけれども、サドのときは、
有罪が８名、無罪が５名というふうに分かれます。実際に裁判で使われた
資料なども城さんの文庫の中にあって、並べておきました。
最後に、チャタレー裁判のエピソードをお話しして私の話を終わりにし
ます。主任検察官の中込陞尚（なかごめ・のりより）という人物の起訴状
を読みましたけれども、法律の文章は難解で悪文だと言われますが、この
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起訴状はすごいです。マルが 1つしかありません。つまり、ワンセンテン
スで終わっている起訴状なんです。どんどん文章が続いていっちゃう。そ
れで起訴状として成り立っているという、たいへんな悪文のお手本みたい
なものですけれども、これを書いた中込陞尚という人は、その後、弁護士
になります。昭和 35年に、青山のほうの輸入書籍をやっている人が、アメ
リカからポルノを輸入して書店に流していた。それが摘発されたわけです
けれども、そのときには、中込元検察官は攻守所を変えて弁護にこれ勤し
むわけですが、最終的に最高裁まで行きますけれども負けます。そのとき
に中込弁護士は、「チャタレーのときの判例を踏まえていないじゃないか」
と。チャタレー裁判の時は検察官ですから、一生懸命チャタレーを非難し
たわけですけど、今度は弁護士で弁護する立場になったら、裁判というの
は最高裁の判例が影響力を持ちますので、それを踏まえていないのではな
いかというふうに盛んに弁論したそうですけれども、結局負けてしまった
というエピソードが残っています。
以上で、私の話を終わりにいたします。どうもありがとうございました。
（拍手）
司会：浅岡先生、ありがとうございました。
「城市郎文庫」の特徴と検閲に関して非常に具体的なお話をいただきま
した。いまのお話を踏まえて、１階ギャラリーの展示を改めて見ていただ
くと理解が深まるのではないかと思います。
続きまして、山泉進先生にご講演「大逆事件後の出版検閲」をお願いい
たします。
山泉先生は、長く明治大学で教鞭をおとりになって、図書館長も務めら
れまして、大逆事件、幸徳秋水などの初期社会主義のご研究で知られてい
ます。最近のご本ですと村上一博先生とご一緒に『山崎今朝弥―弁護士に
して雑誌道楽』という山崎今朝弥についてのご本をまとめられました。
では、山泉先生、よろしくお願いします。
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【 講演２ 】
「大逆事件」後の出版検閲
山泉 進（城市郎文庫研究会・明治大学名誉教授）
山泉と申します。
南保図書館長には、お休みのところお呼び出しをいたしましてたいへん
申し訳なく思っております。
図書館長をやっているときに、城市郎文庫研究会をたちあげたのですが、
図書館にこのような研究会を設けるのはどうかというような意見もありま
した。図書館に研究会を設けるのだったら、図書館のあり方について議論
し研究するというような、そういうのはわかるけれども、図書館が所蔵し
ているコレクションについての研究会というのはちょっと趣旨が違うので
はないか、そんな話がありました。明治大学の図書館蔵書数は、260万冊
ほどで、早稲田や慶応に比べるとそんなに多くはありません。法政とか中
央などと同じぐらいの冊数です。もちろん図書館の果たすべき役割は、教
育や研究の支援あるいは社会連携というようなことがメインな使命であり
ますけれども、それとは別に図書館が持っている特別なコレクションをど
ういうふうにして社会に役立てていくのか、また一般の人にもそれを通し
て大学図書館に関心を持っていただけるか、そういうことも非常に重要な
ことではないかと思って提案しました。さいわい明治大学は、いくつかの
素晴らしいコレクションを持っています。これまでも少人数ですが、それ
についての研究会的なものがなされてきたのですが、図書委員会の承認を
経て正式に研究会として「城市郎文庫」の研究会を発足させました。浅岡
先生は中京大学におられたのですが、城市郎文庫目録の作成に関わってボ
ランティアでずいぶんいろんな仕事をしてくれました。
私も初期の社会主義関係についての発禁本をいくつか持っています。先
ほど紹介されました新刊書の『山崎今朝弥』についてですが、この人は数
え切れないぐらいたくさんの雑誌を創刊したので、「雑誌道楽」とサブタイ
トルに掲げたんですが、「道楽」というのは変な言葉ですけれども、城さん
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もある意味では道楽者ですよね。これだけの珍しい本を集めて、しかも写
真を見ると、後ろに自分が集めた本を本棚に並べて写っている姿をみると、
いちばん嬉しい世界だったんだなという感じがします。本の世界は、ある
意味で「道楽」の世界でもありまして、どこかで自己満足というか、そう
いうものが入っているのだろうと思います。もちろん弾圧された人たちへ
の思いというのもあるのですが、集めるほうとしては多少「道楽」気分と
いうものがあります。浅岡先生からはたいへんアカデミックな話がありま
したので、私のほうは、どちらかというと道楽的な話をしたいと思ってい
ますが、さて、そういうふうにうまくいくかどうか。
一晩かけてレジュメを用意してきました。漢字ばかりで読みにくくなっ
ていますが、全体としては、「取締法」という項目を第 1番目に立てまして、
第 2番目が「明治・大正期の発禁書目録」、第３番目が「幸徳秋水著作」で
「城市郎文庫」との関係を少し見たいと思います。第４番目が「城市郎文庫」
の発禁本の中で「安寧秩序」の妨害関係のものがどのくらいあるのか、そ
のことを少し調べてみました。
Ⅰ 取締法
まず「取締法」というのは、先ほど浅岡先生からもお話がありましたけ
れど、出版法に限りますと明治 26 年 4月の公布で、大日本帝国憲法ができ
たあとに法律として公布されたものであります。
第 19条 安寧秩序ヲ妨害シ又ハ風俗ヲ壊乱スルモノト認ムル文書図画
ヲ出版シタルトキハ内務大臣ニ於テ其ノ発売頒布ヲ禁シ其ノ刻版
及印本ヲ差押フルコトヲ得
この規定については先ほどの説明にあったとおりで、「安寧秩序ヲ妨害」
と「風俗ヲ壊乱」という２つのカテゴリーを取締りの対象にしています。
ですから、「城市郎文庫目録」の中でも「安寧秩序」違反の方は「安」、「風
俗」違反の方は「風」として明記されています。なかには明示されてない
ものもありますが、基本的に明示されております。
それからもうひとつ、これはなかなか出てこないのですが、第 26条とい
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うのがあって、こっちのほうが処罰としては重い規定です。
第 26条 政体ヲ変革シ国憲ヲ紊乱セムトスル文書図画ヲ出版シタルト
キハ著作者、発行者、印刷者ヲ二月以上二年以下ノ軽禁錮ニ処シ
二十円以上百円以下ノ罰金を付加ス
要するに政治体制をひっくり返そうとか、あるいは天皇を中心とした憲
法の体制を乱すものについては、もっと重い罰則が 26条にあります。
それから、行政処分と司法処分というのがあって、内務大臣は行政的な
処分をするわけです。発売と頒布を禁じ、それから差し押さえる。発売と
いうのは売ること、頒布というのはそれを流通させることで、これは内務
大臣の行政処分でできるわけですが、司法処分としては第 27条の規定に
よります。これは裁判所の判決として行われます。
第 27条 風俗ヲ壊乱スル文書図画ヲ出版シタルトキハ著作者、発行者
ヲ十一日以上六月以下ノ軽禁錮又ハ拾円以上百円以下ノ罰金ニ処
ス
「安寧秩序」違反のほうはちょっと罰則が重くなっております。さらに
「政体ヲ変革シ」のほうはもっと重い処罰になっております。これらの罰
則の基本は、戦前の大日本帝国憲法の次のような規定に基づいています。
第 29条 日本臣民ハ法律ノ範囲内ニ於テ言論著作印行集会及結社ノ自
由ヲ有ス
「著作印行」の自由は、「法律ノ範囲内」で許されているということにな
るわけですが、その法律にあたるのが、出版法や新聞紙条例（後に「新聞
紙法」）になるわけです。ついでにいえば、帝国憲法にある「集会及結社ノ
自由」については、明治 33（1900）年に定められた治安警察法によって規
制されていました。この治安警察法はよく治安維持法と間違えられるので
すが、治安維持法のほうは、「国体」や「私有財産」を否定する「思想」を
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罰する法律で、昭和になって施行されます。治安警察法は、政治結社や労
働運動などに対処するための法律ですが、女性の政治運動を規制した法律
としても知られています。この法律は、治安維持法とともにずっと敗戦ま
で続いていきます。
それに対して戦後の日本国憲法ですが、レジュメには基本的人権につい
ての条項をいくつかを並べておきました。第 21条で「集会・結社・表現の
自由、検閲の禁止」という項目になっておりまして、その第二項で「検閲
は、これをしてはならない。通信の秘密は、これを侵してはならない」と
なっているのです。何気なく見落されてしまうのですが、これは戦前の日
本の検閲体制に対する批判の中から生まれてきた条文でありまして、「検
閲」は「表現の自由」とは相いれないという原則が明記されているわけで
す。
ところが、日本の「表現の自由」というのは、OECDなどの先進国の中
ではそんなに高く評価されていないことは、皆さんもご承知のとおりです。
法律で、あるいは命令で禁止をするというよりも、どちらかというと自主
規制で行っているというのが実情であります。「忖度」というのもその一
つだと思います。「表現の自由」というのは憲法によって保障されている
ということだけではなくて、憲法の基本的人権の項目というのは、一つの
国の憲法を超えた普遍的な価値として長い歴史の中で、ある意味では闘い
取られて条文化されているものですよね。ですから、ある意味では憲法を
超越してあるものということができると思います。「根本法」や「基本法」
という言い方もしますけれども、そういうものとして「表現の自由」や、
「検閲をしてはならない」という日本国憲法の条項があるのだということ
を知っておく必要があると思います。自主規制の体制を押し破るために
は、我々一人一人がそのことを自覚して、自分で実行していく。そこが重
要なところで、憲法に規定があるから云々というよりも、そういう普遍的
な価値というものを我々一人一人が認識して自覚していく。そういうこと
だろうと思います。
さて、発禁本の話に移ります。素朴に言うと、どうして発禁本があるの
か。発売禁止されているのに、あるのはおかしいのではないかと普通は思
いますよね。もちろん、発売と同時に、あるいは発売以前に差し押さえら
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れてしまって、全く流通しないものも中にはありますが、時代とともに発
禁の基準、あるいは、「筆禍」という言葉を先ほど使われていましたけれど
も、表現に対する自由度は時代とともに変わってきます。ですから、発売
時には認められた本が、何年か経ったあとで発売禁止になることがしばし
ばあるわけです。そうすると、その間に流通しているわけですから、発売
されて個人のものになっているまでをも回収することはできません。発売
禁止の時点で売られているものについては、もちろん押収したり規制しま
すけど、それ以前のものは差し押さえることができませんので、ある場合
には古本屋さんの中にあったり、友人が持っていたりすることがあるわけ
です。したがって、それを借りて読むとか、場合によっては図書館で読む
とかということもあるわけです。「大逆事件」のときには、たくさんの書物
が発売後に発禁処分になります。発禁処分になりますと同時に、原則的に
図書館の本も閲覧禁止処分になっていくわけです。ところが、洋書などで
すとなかなかそこまで手が回らないということがあります。例えば、大塚
金之助が神戸高商の学生時代に、閲覧禁止になった本がたまたま図書館に
あって、エマ・ゴールドマンという人の英語の本『アナキズム・アンド・
アザーエッセイズ』なんですが、それを読んで、校友会雑誌に要約して掲
載したものですから、これが処分の対象になりまして、校長だとか、図書
館長とかが処分されたことがあるのです。要するに、図書館も同時に閲覧
禁止の措置というものが文部省通達で行われていくわけです。
Ⅱ 明治・大正期の発禁書目録
では、どういう本が、いつ発禁処分になったかということについてちゃ
んとしたデータがあるかというと、意外に見つけることが難しいのです。
『城市郎文庫目録』の優れた点というか、たいへん苦労されているのは、処
分を受けた根拠について詳細に記載をしている点です。初めの「凡例」の
ところにもあるのですが、「典拠文献」、「参考文献」についてということで、
発禁本ごとに、こういう文献に基づいて何月何日に発禁処分になっている
と記載されています。その処分は「安寧秩序」のほうか、「風俗壊乱」のほ
うかというようなことがコメントされていまして、それがたいへん役に立
つんです。しかし、日本の明治以降、そういうことについての通年的な完
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璧なリストがあるかというと、ないんです。これは不思議な感じがするの
ですが、おそらくはどこかにはあったのでしょうが、内務省が作成したも
のは、敗戦とともにか、敗戦の直前にかに、燃やしたりして廃棄されまし
たので、その全容がわからない。だから、あっちこっちから発禁目録みた
いなものを探し出してきて、それで確定してくという作業をやっているの
です。
私が調べている「大逆事件」関係については、内務省資料が残っており
まして、それに掲載されている事項や目録で調べていきます。「社会主義
者沿革」というものがそれで、第一から第三まであります。そのあと「特
別要視察人状勢一班（第四）」と変わっていきます。通算すれば 1908（明治
41）年７月から 1919（大正８）年 11 月までカバーされています。もちろ
ん、全ての発禁書がここに載っているのではなくて、「安寧秩序」違反が中
心なのですが、「大逆事件」のときの発禁書については詳しく「社会主義者
沿革（第三）」という中に記載されております。日本の社会主義運動は平民
社の「非戦論」として展開されていくわけですが、それがだんだんと社会
的影響をもってくる。つまり、東京の知識層ばかりではなく、週刊『平民
新聞』の読書会や「伝道行商」などを通して地方へと波及していく。政府
としては、日露戦争中ですから、何とか「社会主義」や「非戦論」の普及
を抑えないといけないということで、どこでどういう運動が行われている
のか、どういう人物が関わっているのか、というような事を調査していく
わけです。
もちろん、これ以前にも政治犯、当時は「国事犯」と言いましたけれど
も、そういうものについての報告書みたいなものがあったのですが、本格
的に社会主義運動や社会主義者たちについての報告がなされているのは、
日露戦争後の 1908（明治 41）年くらいから始まります。レジュメの 2頁目
の「社会主義者沿革（第三）」は、1909（明治 42）年８月から 1911（明治
44）年６月の期間を対象にしているわけですが、「大逆事件」というのは、
1910（明治 43）年５月に宮下太吉らの逮捕から始まりまして、翌年（明治
44年）１月に死刑判決と処刑が行われるわけですが、ちょうどこの時期に
該当しているわけです。その記述の中に「処分」という項目があります。
これはいろんな処分があります。
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第５項 処分
第３節 新聞紙条例・新聞紙法ニ依ルモノ
第４節 出版法ニ依ルモノ ⑴特殊ノモノ ⑵処分一覧
というように分類されていて、出版法による処分のうち「特殊ノモノ」
は、ある個人がこういうものを出して刑事罰を受けたというような形です
が、「処分一覧」のほうは、発禁本がリストになってずらっと並んでいます。
それによると、1903 年は２冊、1904年は１冊。時代が下りまして、1910 年
１月から５月までは６冊、同年６月は１冊、７月は５冊、８月は３冊、９
月が 92 冊、10 月が１冊となっています。1910（明治 43）年９月に 92 冊が
発禁処分になっているわけです。これは、いま言いましたように明治 43
年 5月から逮捕が始まりまして、大体９月の時点で取り調べが一通り終わ
る。最終的に 26 名が被告になるのですが、最終段階になったところで、ど
うして「大逆事件」というようなものが起きたのか。少なくとも思想的に
は「無政府共産主義」を信じて、権力と権威を保持する天皇という存在は
いらないと考えた人たちが何人かいたわけです。どうしてそんな人間が出
てくるのか。「社会主義」というものは人々の「平等」を主張し、やがては
権力者と権威者を否定する「無政府共産主義」へまでいきつく。つまり、
日本の天皇を中心とする国家体制と道徳体系（「国体」）と相容れなくなる
のだ。そうすると、天皇の存在を否定する「無政府共産主義」というもの
を「根絶」する、つまり根底からなくするためには、その入口である「社
会主義」という考え方をなくさないといけない。とりわけ日本の場合には、
「読書」によってそういう思想が植えつけられているから、この点、欧米の
場合には労働運動があったり、政治運動があったり、読書とともに運動と
結びつく形で社会主義の思想というのは広まっていくのですが、日本の場
合には「読書」が中心にあるから、社会主義関係の書物、あるいは新聞雑
誌などを読めなくすることによって思想が拡散していくことを抑えようと
いうのが政府の方針で、これまで合法的に出版された図書が、1910 年９月
に集中的に発禁処分を受けるわけです。事件の首謀者とされた幸徳秋水の
本などは、以前合法的に出されたもの全てが発禁処分になります。また秋
水たちの「直接行動論」に反対して、合法的な議会運動（普選運動）によっ
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て「社会主義」を実現しようとした片山潜や田添鉄二などの著作も、「社会
主義」というタイトルだけで発禁処分を受けます。なかには、「昆虫社会」
という本が「社会」というタイトルついているというだけで発禁処分にあっ
たという笑い話まであります。
いま、「社会主義者沿革（第三）」のリストを見ますと、1892（明治 25）
年の「日本平権党宣言書」というものが最初に載っています。ちょっと関
係あるところでは、明治大学の校歌を作った児玉花外の『社会主義詩集』
は発行が 1903（明治 36）年９月 15日、処分が発行の 3日前の 9月 12 日と
なっています。詩集が「安寧秩序」違反で、発売前に差し押さえられたわ
けです。児玉花外にとってはたいへんなショックで、せっかくの自分の詩
集が何でこういう処分になるのかということがあったのです。さっきの話
が出た『煩悶記』にちょっとつながるのですが、おそらく現在、近代の古
書として一番値段が高いのが、この『社会主義詩集』ではないかと言われ
ています。先ほど百何十万という話がありましたけど、これは出てくれば
300万ぐらいすると思います。ただ、残念ながら完全な本としては１冊も
見つかっていない。校正ゲラを持っている人がいたんです。もし、本が見
つかれば大変な値段がつくと思いますが、このゲラが売り出されただけで
も相当な値段になるだろうと言われています。それから藤村操の『煩悶記』
は、発行は 1907（明治 40）年５月 22 日、処分は２日後の 1907（明治 40）
年５月 24日という形で記載されています。このリストに掲載されている
一冊一冊を見ていると、発行から禁止にいたるまでの時間のラグがあった
りして面白いです。また、その理由などもいろいろと想像することができ
ます。
レジュメには、発禁本についての研究書について、「筆禍史」の項目とし
て私の手元にある本を掲載しておきました。もちろん城市郎さんはその１
人ですが、城市郎さんにそういうことを教えたのは斎藤昌三という人であ
りました。『別冊太陽』には、発禁本に興味を持った人たちの本だとか、人
物像を紹介しているところがありますので参照していただきたいと思いま
す。先ほども言いましたように、明治以後の発禁本についてはちゃんとし
たリストはないんで、参考にしています。しかし、そのことが、発禁本を
集める魅力でもありまして、全部わかってしまったら面白くないけれど、
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わからないから、どうかなと思いながら集めるところの楽しみもあります。
道楽ですね。
「大逆事件」との関係では宮武外骨という人物をあげておかないといけ
ないと思います。宮武外骨という人は、自らがたくさんの筆禍処分を受け
ている人で、どちらかというとユニークな発想、ユーモアのセンス、反権
力者として評価されていますが、「大逆事件」の言論弾圧という点では欠か
せない人物だと私は思っています。私が持っているのは、成光館出版部が
出している大正 15年９月「改訂増補再販」の昭和４年１月発行「第五版」
の『筆禍史』という本ですが、背表紙は「改訂増補・筆禍史」「廃姓・外骨
著」となっています。巻末に掲載されている「自跋」は、1911（明治 44）
年４月 15日に執筆されたものですが、あきらかに「大逆事件」につながる
言論弾圧に反抗して初版本を出したことが読み取ることができます。この
本は主として徳川時代の出版弾圧について記しているものですが、「筆禍
史は即ち国家が旧事を語れる懺悔話」（緒言）と書いて、国家による言論弾
圧を告発した書として受け取ることができます。ですから宮武外骨は、戦
後いちはやく『幸徳一派大逆事件顛末』（龍吟社、1946・12）という「大逆
事件」についての資料集を出します。ずっと彼はこの問題意識を持って戦
後まで生きたんだと思います。宮武外骨という人を「大逆事件」との関係
で記憶に留めておいてください。
Ⅲ 幸徳秋水著作
具体的に、「城市郎文庫目録」のなかに「大逆事件」関係の著作、あるい
は発禁本がどのくらいあるのか。たとえば、幸徳秋水のものを見てみます
と、巻末に付されている「著者索引」からリストアップすれば、『社会主義
神髄』（第三版）、『兆民先生』、『平民主義』、『基督抹殺論』の４冊が掲げら
れています。前の２冊は発売時に発禁になったものではなく、先ほど述べ
ました捜査中の 1910（明治 43）年９月に発禁処分になったものです。「社
会主義者沿革（第三）」によれば、同じタイトルで出版社が異なったものを
含め、秋水の著作は 12 冊がこの時発禁処分になっていますので、「城市郎
文庫」は、この点では充実しているとはいえません。『平民主義』は、週刊
『平民新聞』、日刊『平民新聞』などの機関紙に掲載された論説を中心にし
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て収録された論集ですが、1907（明治 40）年４月 25日に発行され、即日に
発禁処分を受けました。これらのことは、「城市郎文庫目録」の注記では触
れられていません。『基督抹殺論』は、幸徳秋水処刑の直後に高島米峰の丙
午出版社から合法的に出版されたものですが、三宅雪嶺の序文や秋水の獄
中書簡などは、事前に削除されていますので、ある意味では削除本にあた
るのかもしれません。それらは、戦後の岩波文庫本で復元されました。ま
た、同郷の田中貢太郎が編集した『土佐五名家随筆集』（人文会出版部、
1926・９）が発禁本として掲げられていますが、この本が発禁となったか
どうか、少し調査をしてみる必要があるように思います。
それから『別冊太陽』（Ⅰ）Ⅰには、城市郎コレクションとして「「大逆
事件」と“主義文献”摘発」という項目があります。ここには、先ほど言及し
た『兆民先生』と『社会主義神髄』の第三版というのが掲載されています
が、もう一冊『麺麭の略取』の写真が掲げられています。これはクロポト
キンの著書を幸徳秋水が翻訳したものですが、「社会主義者沿革（第三）」
には、1909（明治 42）年１月 30 日の発行で、前日の１月 29 日に発禁処分
を受けています。「著作者」は「平民社代表・坂本清馬」、「発行者」も「坂
本清馬」になっていますが、実際には幸徳秋水がクロポトキンの許可を得
て翻訳したものの、出版の許可がおりないことを見越して「秘密出版」し
たもの、坂本清馬は幸徳秋水の身代わりとなって「著作者」「発行者」となっ
たのであります。同年３月９日、坂本清馬は「秘密出版」により罰金 30円
の刑を受けました。正確にいえば、出版法第３条「文書図画ヲ出版スルト
キハ発行日ヨリ到達スヘキ日数ヲ除キ三日前ニ製本二部ヲ添ヘ内務省ニ届
出ヘシ」の届出義務違反に該当し、第 22条「第三条ノ届出ヲ為サスシテ文
書図画ヲ出版シタルモノハ五円以上五十円以下ノ罰金ニ処ス」の適用を受
けたということになります。「城市郎図書目録」の中では、「平民社訳」の
発禁本として掲げられていますので、幸徳秋水の訳書としては見当たりま
せん。
Ⅳ 城市郎文庫の発禁本（安寧秩序紊乱関係）
城市郎文庫は、全般的にみて、どちらかといえば「風俗の壊乱」関係の
著作が中心で、「安寧秩序の妨害」関係の著作は少ないのではないかという
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印象があります。そのことは発禁本についてもいえるような感じがしてい
ます。「社会秩序の壊乱」関係の著作は、つまり風俗関係以外のものですか
ら、主義思想関係・軍部（軍事）関係・宗教（国家神道に抵触）関係、そ
れからプロレタリア文学、こういうようなものが「安寧秩序の妨害」の対
象になっています。そこで、「安寧秩序の妨害」関係の著作が、城市郎文庫
のなかにどのくらいあるのか、またどういうような本が収録されているの
か、そのことを調べてみようと思いました。
「城市郎文庫目録」の「筆禍図書の部」リストのなかで、「安寧秩序」違
反の発禁本がどのくらいあるのか。「ア行」と「カ行」だけ、昨日の夜やっ
てみました。ざっとですから、あまりこれを信用しないでください。レ
ジュメには、一応リストアップしておきました。
「ア行」の発禁本には 152 タイトルあるのですが、「安寧秩序」に関係す
るものが 18冊、約 12％ぐらいになります。ところが「カ行」にいきます
と、180 タイトルのうち 59 冊ぐらいまでありまして、こっちは 33％にもな
ります。なんでこっちはたくさんあるのかと思ったら、「カキクケコ」です
から、「経済学」関係、もちろんマルクス主義経済学の書物がたくさんこれ
に該当している。ところが、これは実際には発売時にすぐ禁止になったと
いうよりも、1941（昭和 16）年３月に国家総動員体制確立のもとで、628部
の左翼出版物が一斉に禁止処分をうけました。その関係で学術書もかなり
発禁処分になっています。たまたまそれが「カ行」にたくさんあったのか
なという感じですが、全体としてみれば、10％から 30％ぐらいの幅で、「城
市郎文庫目録」の「筆禍図書の部」というところに、「安寧秩序」関係の図
書があるように推測できます。
一冊一冊について発禁理由を見ていくと、これはそれなりに面白いもの
があります。ちょっと気になったのを２冊紹介します。ひとつは、林喜一
という人の『アキレ申候』です。上・下巻のものです。これは「風俗」に
なっていますが、この中にはちょっと「大逆事件」について触れたような
文章が「上」にあります。これはそっちかなというふうに思ったりします。
それから、伊藤銀月（銀二）の『女五人』は、銀月の自叙伝みたいなとこ
ろがありまして、管野須賀子との同棲関係をけっこう中で書いているんで
す。だから、これは「風俗」だけれども、内容的には「大逆事件」にも関
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係するような記述になっています。ちょっと差別的な発言になりますが、
管野須賀子の全集を刊行しました清水卯之助という人が「『女五人』を囲う」
という文章を書いて、『女五人』という本を５冊集めたというので、「君に
も 1人やるよ」と言って、僕は、その１冊をもらったことがあります。
ちょうど時間になりましたので、終わりにいたします。（拍手）
司会：山泉先生、ありがとうございました。
児玉花外の『社会主義詩集』のことがお話の中にございましたが、私、
中野重治という作家をずっと研究しておりますけれど、戦後、岡野他家夫
の解題で中野重治が序文を書いて児玉花外『社会主義詩集』は復刊された
と思います。校正ゲラのことは私も知りませんが、それにしても初版がそ
んなに高い本だということも、いま初めて知りました。ありがとうござい
ました。
では、このあと 10 分ほど休憩をとりたいと思います。10 分後に後半の
部を再開したいと思いますので、よろしくお願いいたします。
― 休 憩 ―
― 再 開 ―
司会：休憩時間が終わりまして、後半の部に入りたいと思います。
これからは、ゲストとしてお迎えしております平凡社の湯原公浩さんに
お話を伺います。聞き手は、城市郎文庫研究会の須川善行さんで、「城市郎
と『発禁本』」というテーマでお願いしたいと思います。
では、よろしくお願いします。
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【ゲストトーク】
城市郎と『発禁本』
湯原公浩氏（株式会社平凡社）
聞き手・須川善行（城市郎文庫研究会）
◉城市郎とはどんな人だったのか
須川：後半は「城市郎と『発禁本』」というテーマで、城市郎さんの人とな
りや『別冊太陽 発禁本』シリーズのメイキングについてのお話を伺って
いければと思います。
あらためてご紹介させていただきます、平凡社の湯原公浩さんです。
湯原：平凡社の湯原と申します。私は専門家
ではないので素人の立場からお話しさせてい
ただきます。城さんとは実際に本づくりで一
緒になりました。私が初めて城さんとお会い
したのは 1998年ぐらいですので、城さんが
75〜76 歳のころです。そこから最後に作っ
た本が 2003 年でしたので、おつきあいとし
ては 2005年ぐらいまでですね。75〜76歳か
ら 83〜84歳の間一緒に仕事をさせていただ
きました。城さんとはビジュアルが中心の
『別冊太陽』を作っておりましたので、お宅に
お邪魔して本を撮影するといったところから入りました。
須川：PDFの画像を用意してきていますので、それをご覧いただきながら
お話を進めていければと思います。
湯原：城さんは、93 年に大阪に引っ越しまして、河内長野市といったとこ
ろの普通の一軒家のおうちにお住まいでした。とてもここに発禁本がある
などとは想像もつかないような普通の民家です。
須川：瀟洒な住宅街みたいな感じですか。
湯原：いや、周りに畑があったりとかですね。奥様とおふたりで住んでお
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『発禁本』
られまして、奥様が園芸をやっておりますので、家の周りに花がいっぱい
ありまして、玄関に入ってもお花がいっぱいありました。どちらかといえ
ば、家の中は古本が多いのでカビ臭いところもあるんです。それが部屋に
花がありますので、それで消されているのかなと、一瞬そんなふうに思っ
たりしました。
城さんはご高齢でしたので、どちらかといえば穏やかな感じで、おそら
く若い頃はけっこう頑固者だったのではないかという感じがします。
須川：今日、ここにお越しいたただいている方たちは、城市郎さんのご本
や城市郎さんがどういう方かについては、ある程度ご存じのことと思いま
す。とはいえ、城さんってよくわからないところも多い方でしたよね。城
さんの写真を初めて見たとき、すごく普通の方、と言っちゃ語弊があるか
もしれませんが、イケメンと言ってもいいくらいの方だったので驚いた記
憶があります。いわゆる奇人変人のような風体の方ではまったくない。
（図１：別冊太陽「城市郎の発禁本人生」p.93）
湯原：ええ。若い頃の写真も『発禁本人生』
に載っています。
50代でガンが発見されまして、このときに
はすでにあちらこちらに転移しておりまし
た。通常は和服姿なんですけど、「たまには
温泉にでも行かれたら」というようなことを
言いましたら、お腹を出されまして、そうし
たら手術の跡がすごいのでびっくりしたこと
があります。
須川：満身創痍ですか。
湯原：満身創痍です。「血圧が 200 に行って
しまった」とか普通の顔で言うのでびっくりするんですけど、写真のとき
はまったく病人という感じではありませんでしたね。
須川：こういうたたずまいで写っておられて、ご病気とはいえ、まだまだ
お元気なご様子ですよね。これはご自宅近くの畑ですか。（図２：別冊太
陽「城市郎の発禁本人生」p.179）
湯原：はい。通常は家からほぼ出ないので、「久しぶりに外に出た」と言っ
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図１
てました。自宅療養という形でずっと家にお
りましたので、病院へ行く以外は外に出てな
いみたいでした。いつもこんな感じでしゃ
べっていましたね。
この写真は、『発禁本とともに歩んだ人生』
で私がインタビューをしたときのもので、城
さん自ら「こんなポーズはどうか」と……。
須川：サービス精神旺盛ですね。これは手元
の天眼鏡で片方の本を見ながら、片方の本を
開こうとしているところでしょうか。後ろは
蔵書ですね。（図３：別冊太陽「城市郎の発禁
本人生」p.31）
湯原：そんなに広い部屋ではありませんでし
た。
須川：次の写真も書斎ですね。（図４：別冊太
陽「城市郎の発禁本人生」p.5）
湯原：はい。部屋の反対側です。たしかこち
らの書棚には純粋な発禁本はなかったと思い
ます。
須川：そういうのは日に当たらないように隠
していたわけで
すか。
湯原：発禁本以外のものもかなりありますの
で、それ以外のもののほうが圧倒的に多いと
おっしゃってました。私が想像するには、発
禁本は違うところに置いておいて、ときどき
出してきてたんだと思います。それがどこに
あるのかと、いつも不思議に思っていました
が。
須川：実際のありかは教えてくれないんです
ね。
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図３
図４
湯原：そうですね。
須川：この原稿には「発禁本黙示録」とか「発
禁本地獄変」と書いてありますね、豆本用の
原稿でしょうか。（図５：別冊太陽「城市郎の
発禁本人生」p.4）
湯原：そうですね。その前に書いた豆本のと
きでしょうか。桃源社で出した一番最初の単
行本の『発禁本』『続・発禁本』が載ってます
ね。
こちらは豆本で、みんなご自身のものです。
（図６：別冊太陽「城市郎の発禁本人生」
p.178）
須川：豆本といっても、ここでは大きめに写してあるので、全然「豆」に
感じられないかもしれませんが、実物は本当に小さいです。このあたりの
豆本は展示もしてありますので、帰りにご覧いただければと思います。
湯原：私も一部いただきました。
須川：豆本が木の箱に入っているんですが、
その箱にひとつずつ木彫りがされているわけ
ですね。これは手間がかかりますねえ。
湯原：そうですね。本を収集する一方で、装
丁とか造本に関しても関心がありまして、そ
ういったことの本も集めていらっしゃいまし
た。
須川：それこそ豆本などもずいぶん集めてお
られたようですね。
湯原：はい。
◉「発禁本」シリーズの始まり
須川：これらの写真は『城市郎の発禁本人生』の中に入っているものです
が、話を戻しまして、湯原さんと城さん、ないし『発禁本』シリーズを始
めるきっかけについて教えていただければと思います。とはいえ、湯原さ
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図６
んがシリーズをすべて担当されたわけではないと伺いましたが……。
湯原：はい。『発禁本Ⅱ』『Ⅲ』と最後の『発禁本人生』を担当しました。
『発禁本』は『Ⅰ』『Ⅱ』『Ⅲ』とございまして、『Ⅰ』が出ましたのが 1999
年ですが、それは私の隣の机の編集者が担当しておりまして、『Ⅱ』から私
が担当することになります。漫画評論家の米沢嘉博さん――明治大学でも
お名前を冠した記念図書館ができておりますが、その米沢さんの企画提案
でスタートいたしました。
須川：米沢さんは漫画評論家として知られていますが、コミックマーケッ
ト、いわゆるコミケの
創立者のひとりとして
も有名で、漫画だけで
はなく古書全般、それ
こそきわどいサブカル
チャー本の膨大なコレ
クションをおもちでし
たね。
湯原：そう、大衆文化
ですね。
須川：これは『別冊太陽』で米沢さんが手がけられた『子どもの昭和史 少
女マンガの世界 I』の目次です。
当時の少女漫画雑誌の内容を、こ
れでもかというくらいに詰め込ん
でいますね。（図７：別冊太陽「少
女マンガの世界Ⅰ」）
湯原：とにかく詰め込みましたね。
この協力者のクレジットを見てい
ただきたいんです。この本では画
像などの関係で許諾を必要として
おりまして、著作権者に手紙を出
して掲載許諾をいただいておりま
す。『子どもの昭和史』シリーズ
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は何冊も作りましたが、この許諾をとる作業がたいへんなんです。ところ
が、『発禁本』シリーズはそれがほとんどないんですよ。（図８：別冊太陽
「少女マンガの世界Ⅰ」）
須川：なるほど。連絡もとれないしということもあるでしょうね。
湯原：一部あるんですが、これほどとる必要はなくて、著者がわからなかっ
たり、版元がわからなかったり、あるいは版元が拒否するところもありま
した。
須川：それで載せられなかったものもあるんですか。
湯原：ありますね。何と理解のないことかと、私は思っていました。
須川：この「子どもの昭和史」のあたりから、米沢さんと『別冊太陽』の
関わりが始まったわけで
すね。
湯原：米沢さんで８冊作
りまして、そのあとに米
沢さんから「ぜひ『発禁
本』を」というご提案が
ありました。その前に江
戸川乱歩のものをちょっ
とやりまして、そのとき
に城さんに協力していた
だこうということになったんですね。
須川：それがこの『別冊太陽 乱歩の時代』
ですね。（図９：別冊太陽「乱歩の時代」）
湯原：錚々たるメンバーがおります。紀田順
一郎さん、荒俣宏さんなども入っています。
最後のところで、城さんが３本ほど書いてお
ります。
須川：「発禁図書文学案内」「エロ出版のオル
ガナイザー、梅原北明」「画業から奇書出版へ、
酒井潔」と、計３本書かれてますね。
湯原：あと、「犯罪図鑑」という特別付録を巻
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末に入れておりまして、その解説もお願いしています。（図 10：別冊太陽
「乱歩の時代」付録「犯罪図鑑」）
須川：字がちいさいので、ちょっと読んでみましょうか。
特別付録「犯罪図鑑」解説
平凡社刊の江戸川乱歩全集付録「犯罪図鑑」は、昭和七年五月十日発
行当日に風俗壊乱で禁止、押収された現在稀なる小冊子である。四六版
仮綴の薄手（六十四頁）ながら、“ギロチン、変態性欲、責め、拷問、バ
ラバラ死体”などの絵画や写真がふんだんにもりこまれて、さながらグ
ロテスクの宝庫。たかが単なる「付録」と軽視されがちながら、乱歩全
集もこれなくしては画竜点睛を欠くきらいあり、探偵小説ファンは必携
必見したきミニ・ライブラリーである。（城市郎）
短文ですが力がこもっていますね。
湯原：このあたりで米沢さんと城さんがつな
がってきます。それで『発禁本Ⅰ』を企画し
ました。『発禁本』は第４刷まで行きました
が、これが最後の４刷の時点で城さんから来
た赤字です。修正がこういうかたちで入って
きます。初版のときはかなりの数が入ってき
まして、２刷、３刷と、そのたびごとに修正
が入ってきます。（図 11：別冊太陽「発禁本」
の修正メモ）
須川：すごいなあ。４刷で赤字が入るという
のは、いまどきでは考えにくいですね。しか
し、この『発禁本』は、特に１冊目の密度がすごいですよね。読んでも読
んでも読み終わらない。これは目次ですね。（図 12：別冊太陽「発禁本」）
湯原：作り方としては、まず米沢さんが章タイトルを決めます。この場合
はほとんど歴史順に進めていますが、大きな見出しだけを手書きでパラパ
ラと書いて、それを城さんのほうに渡します。すると、城さんがその見出
しだけでリストを作るんです。
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須川：なるほど。これ
はわかりやすくて、大
まかな全体像がわかり
ますね。この「発禁本
大集成」という文章は
巻頭言に当たるもので
すね。（図 13：別冊太
陽「発禁本」）
湯原：この文章に、コ
レクションが「１万数
千冊」という記述があります。私は数え
ていませんが、99 年の時点で１万数千冊
だということを前提に考えておりまし
て、『城市郎の発禁本人生』のときは「２
万点」となっています。城さんに言った
ら、それに近いだろうということだった
ので、そういう言い方をしましたが、実
際のところはわかりません。
須川：先ほどのお話にも出てきましたけ
れども、明治大学に寄贈されたものは１
万点をちょっと切るくらいのものという
ことで、数字だけから言えば半分ぐらい
のようですが、では残りの半分全部古本市場に出回ったのかというと、そ
れもどうなのかという気がしますね。
湯原：発禁本の冊数については、どこまでを数えるかによるでしょうね。
◉書影撮影裏ばなし
湯原：本を撮影するときはまず表紙を撮るのが前提なんですが、このとき
に必要がある際は中身も撮っています。城さんは、中に付箋や栞を挟んで
おきまして、そこを撮影してくれというかたちで資料を渡されます。とこ
ろが、その数がまたべらぼうに多くて、まともに撮影しているときりがな
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い。それで、こちらで適宜省略しながら進めていきました。撮影しても、
載せられなくて没にしてしまうこともありました。おそらく 1,500 点ぐら
いありますね。このころはまだフィルムでしたから、撮影するのに１冊１
冊撮っていると時間がもったいないので、まとめて撮ったりもしたんです
が、それがあとから城さんに知られて、これとこれは一緒ではないんだと
叱られたりしました。
須川：撮る側としては、そうせざるを得ないですよね。
湯原：撮影に関して、もうちょっと説明します。複写台というものを城さ
んの家に持ち込みまして、カメラを固定して、下に本を置いて上から直角
にして撮るんです。基本的には同じ大きさの本ならカメラを移動させなく
てすむので、そのまま下の本だけ入れ替えていきます。私が横に控えてい
て、大きさを揃えた本をどんどん取り替えていくわけですね。ただ、本の
中面はあとから撮るんです。ですから、中面を撮るときに、最初のうちは
中面と表紙が合わなくなることがありました。横に付箋をつけて番号を置
いて、その番号で合わせたりしてということで、とにかく 200 点、300 点を
何時間かで撮らなければいけないという中でやっているんですが、城さん
としては、とりあえずたくさん撮ってほしいし、中身もたくさん紹介して
ほしいという気持ちがおありなんですね。
これは先ほどのお話に出た「Ｈ大佐夫人」
ですね。「有害図書」という指定がありま
すけど、『別冊太陽』もある県で有害図書に
なったことがあります。（図 14：別冊太陽
「発禁本」）
須川：そうすると、図書館に流通しづらく
なりますね。
湯原：そうですね。公共の図書館にはあま
り入ってないと思います。
須川：城さんの発禁本に対するご興味は、
どういうところから来ているんでしょう
か。反骨精神みたいなものかとも思うんですが、湯原さんの目からはどの
ように見えましたか。
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湯原：どうなんでしょうね。
須川：そういうことよりも、モノに対する興味なんでしょうかね。
湯原：モノに対する興味はありますね。先ほどもありましたが、ご自身が
摘発されたことがありまして、それを非常に喜んでいました、自慢してい
るかのように（笑）。城さんは宮武外骨なども大好きでしたしね。作者は
当然ですが、発禁本を出している人、出版人に共感を覚えてリスペクトし
ているようなところはありましたね。
須川：そういうあたりのお気持ちを伺われたことは……。
湯原：なかなかはっきり本当のことを言わない人なんです。
城さんも、いろんなタイプの発禁本があるということを、現物を見なが
らわかってきたというか、体系立てて勉強したわけではないと思うんです。
なぜこれは削除されて、これは削除されていないのかといったことですね。
ですから、同じ本を何冊も持っておりましたし、いろんなヴァージョンが
あることを、純粋な発禁本でないものも含めて集めて、そこから学んでい
かれたんじゃないかと思います。
須川：集めていくと、逆に勉強しないわけにいかなくなるでしょうしね。
『発禁本Ⅱ』に移りましょう。こちらは、こ
のシリーズでは毛色が変わっているといいま
すか、米沢さんが中心になって編集された内
容ですね。
湯原：そうですね。『発禁本』が思いのほか売
れましたので、もう 1冊何かやろうというこ
とで、「地下本の世界」というテーマでスター
トしました。ところが、途中で営業のほうか
ら「発禁本」というタイトルをつけてくれと
言われて、それで『発禁本Ⅱ』と無理やりつ
けたんです。「地下本」というのは、要するに
発禁処分があるから、それを逃れるために地下出版をしたということで、
公には出ていない本が中心になっています。
須川：そういうものをいまから集めるとすると、全部古書として買ってい
かないとどうしようもないですよね。
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湯原：そうですね。
須川：城さんは、どちらかというとサブ的な感じですか。
湯原：いや、モノとしてはけっこうあると思うんです。こちらにもけっこ
う入っているんじゃないですか。ガリ版刷りも、活版刷りも、とにかくた
くさんありますので。
須川：ガリ版本というと、それこそわら半紙に刷っているような本もある
わけですよね。そういうものこそ記録しておかないと、紙が劣化してこの
世から消えてしまってはどうしようもない。
湯原：Ⅰ巻目の『発禁本』のときも紹介しているんですが、さらに載って
ないものが出てきます。城さんのものもありますが、米沢さんのものも
入ってきたりしていますね。
米沢さんは、とにかくこれらの発禁本にかなり精通しておりまして、撮
影したフィルムだけを見て、これはこっち、これはこっちというかたちで、
その章に落とし込んでいかれたんですが、その速さといったらびっくりす
るくらいです。
須川：全部頭に入ってないと、そういう振り分けはできないですもんね。
湯原：ただ、米沢さんと城さんとはおそらく直接はやりとりしていないと
思います。
須川：あ、そうなんですか。
湯原：私を介して城さんに、城さんから私を介して米沢さんに、というや
りとりが多かったので、おそらくどちらもそれほどお互いの人間性には関
心がなかったんじゃないかと思います。
須川：こういうところにいる人たちって、直接対面するとぶつかっちゃう
こともあるんで、それを避けようみたいなことなんでしょうか。
湯原：米沢さんはコレクターではありませんが、コレクター同士というの
はあまり仲良くしたがらないですね。
須川：最初は同好の士だと思っても、すぐ喧嘩しちゃったりというところ
がありそうですね。
湯原：これはガリ版刷りですね。これがほんとにたくさんあるんですよ。
どうするの、と思うぐらいたくさんありましたね。（図 15：別冊太陽「発禁
本Ⅱ」）
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須川：米沢さんは、コレクションをどうい
うふうに保管されてましたか。
湯原：米沢さんのほうは雑然としていまし
たね。新しい家を買って、そこを書庫にし
ていましたけど、すごい数がありましたね。
漫画がとにかくたくさんありました。
城さんのほうは、先ほどのお話にもありま
したけど、基本的に本には全部パラフィン
紙をかけて、それに書誌データを全部書き
込んでいました。撮影のときは、頭のパラ
フィン紙をとって撮影します。
須川：でも、『城市郎の発禁本人生』の表紙
周りを見る限りは、パラフィン紙はありませ
んね。
湯原：そうなんですよ。実は、撮影初日には
全部パラフィン紙がかかっていたんです。イ
ンタビューをしながらだったんですが、最後
の前の日に「表紙の写真に棚のこのへんを撮
りましょうかね」という話をして、いったん
引き揚げたんです。翌日行ってみたら、パラ
フィン紙が全部取れていたんです（笑）。玄
関の横にぐちゃぐちゃになったパラフィン紙
が山になっていて、一晩のうちでパラフィン
紙を全部とってしまったんですね、「湯原さん、これでどうですかね」と言
われまして、びっくりしました。
須川：すごいですねえ。
湯原：撮影のあと、またかけ直したらしいですが、ほんとに申し訳ないな
とあとから反省しました。カメラマンと部屋の中を見回して、このへんを
表紙にしようかとか話をしていたんです。でも、パラフィン紙がかかって
いるからなあ、という話をボソッとしていたのを聞いてらしたんですね。
須川：１日だけ、ナマの背がむき出しにされたわけですね。背を撮影する
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『城市郎の発禁本人生』
だけのためにパラフィン紙を外すのもすごいけど、またかけ直すというの
もすごいなあ。
湯原：城さんのパラフィン紙のかけ方は速いですから。年季が入っている
といいますか。ちょっと手がしびれているんだと言いながらも、必ずすぐ
にパラフィン紙をかけていました。
◉名キャッチフレーズ「発禁本人生」
湯原：『発禁本Ⅱ』の途中くらいで、『Ⅲ』も
行こうという話が出ていました。
須川：それは城さんとですか。
湯原：はい。会社の売り上げとしては、安寧
禁止よりは風俗禁止のほうが売れますので、
風俗禁止で行きたかったのですが、結果的に
は『発禁本Ⅲ――主義・趣味・宗教』という
ことになりました。この本は、城さんの思惑
とはちょっと違うかたちになっています。と
いうのは、『Ⅰ』は、ほとんど城さんの所蔵品
で構成しています。『Ⅱ』のほうは、城さんと
米沢さんと、７対３か、８対２ぐらいの割合で城さんの比率が高い。『Ⅲ』
の場合は、いろんなところから集めてきております。向坂逸郎文庫とか長
尾桃郎文庫とか……。特に、向坂逸郎文庫は発禁本がけっこうあるんです。
須川：そこにしかないものもたくさんあるでしょうね。
湯原：堺利彦旧蔵書が入っておりまして、その撮影にも行きました。長尾
桃郎文庫が入っている旧蔵大阪府立大学の中にあって、城さんも近くです
のですので「行きたい」とはおっしゃってたんですが、行くことはできま
せんでした。あとは国会図書館にも何冊か入っていて、そこでもおそらく
40〜50 冊は撮影していますね。城さんと米沢さんが持っていないものを
中心に撮影したということですね。
須川：そういう内容にしようというのは、城さんないし米沢さんからのご
発案があったんですか。
湯原：米沢さんは編集者として、できるだけ網羅的な本を作りたいという
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方針がありましたので、貴重な資料があればどんどん入れていきました。
城さんもそれを喜んでいると私は思っていたんですが、あとで『城市郎の
発禁本人生』を作ったときに感じましたのは、自分の持っている本以外の
ものを入れるのは、城さんとしてはあまり喜ばしくなかったんです（笑）。
須川：う〜ん（苦笑）。
湯原：私は、喜んで「こんなのがありましたよ」と報告していたんですが、
そのときは喜んでいるように見えたものの、あとから思うと、自分の手に
してないものに関しては、関心がないといいますか、面白くないんでしょ
うね。
須川：複雑なところですね。人間らしいというか。
湯原：これは長尾文庫ですね。長尾文庫は
合本になっておりまして、くっついている
んですよ。なかなか開かないので、撮影は
たいへんでした。でも、城さんのところで
は、開かない本もバーンと開いちゃうんで
す。どんどん開いていく。（図 16：別冊太
陽「発禁本Ⅲ」）
須川：それはコレクター心理からすると抵
抗がありそうですけどね。
湯原：傷んでいる本がほとんどですから、
壊れるのじゃないかと心配なんですけど、
城さんは「発禁本なので人の目に触れるこ
とがなかった頁が、これで人の目に触れることができるのだから、この頁
は幸せ者だ」とおっしゃってましたね。
須川：うわー、泣かせますね。
湯原：これは東京日日新聞が「二・二六事件」について残した記録ですね。
城さんが、新しく入ったのでぜひこれを入れたいということで入れており
ます。（図 17：別冊太陽「発禁本Ⅲ」）
須川：編集作業と並行しつつ、収集は収集で進んでいたわけでしょうから
ね。
湯原：編集の途中で、また新しく入ったからというので追加されることが
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多いんです。作り始めると、これも入れて
くれ、これも入れてくれと。
須川：もっとちゃんとしなきゃと思って、
手薄だったところを一生懸命買うように
なったりするのかもしれませんね。
湯原：そうですね。撮影が始まってからの
ほうが、本が急に増えたりしまして。レイ
アウトを渡すと、「ここに 2、3冊入らない
か」とか言って、どんどん送りつけてくる
んですよ。
須川：発禁ということに関して、その背景
や法律についても勉強されるようになった
というお話でしたが、宗教に関してもいろいろご研究されていたんでしょ
うか。
湯原：私のときは、ほとんどそういう話はしなかったんですよ。どちらか
といえば、自分が持ってない発禁本を集めることが第一だったと思うんで
すが、そのコレクター魂は凄まじいなという感じがしましたね。このとき
すでに 80 ですから。
須川：すごい執念ですね。ところで素人まる出しの疑問なんですが、そう
いうものを買うためのお金は、どうやって捻出してらしたんですか。
湯原：最初に行ったときにあった本が、次に行ったときになかったりとか
といったこともありましたね。最初は初版本を集めていたと思うんですけ
ど、関心が発禁本のほうに移ってきて、発禁本を買うために、初版本とか
限定本を処分したんじゃないかなと思います。
須川：城市郎文庫の企画が進んでいる間にも本が少なくなっていって、市
場に流れたんじゃないかという話がありましたけれども、この段階からも
すでにそういうことが始まっていたわけですね。
湯原：ただ、売るよりも買うほうが多かったとは思います。最後のときは、
もうないだろうと思ったところで新しく入ったよということで、何十頁か
また追加しています。
須川：『発禁本Ⅲ』は、総目録も入っているせいかそうとう分厚いですね。
51
「城市郎文庫と出版検閲」
図 17
湯原：おそらく 1,500 冊ぐらい入っていると思います。
須川：『Ⅲ』でシリーズの完結を見たあとに、最初にも話が出た『城市郎の
発禁本人生』が出ます。これを見たときに『別冊太陽』でなくてもいいん
じゃないかと思ったくらい、本としての完結性が高いと思うんですが、こ
れはどういう経緯で企画されたんですか。
湯原：『Ⅰ』〜『Ⅲ』は、米沢さんという、ある意味専門家といいますか、
本のことをよく知っている人の構成によるものでした。私は素人ですの
で、撮影などの機会を通じて城さんといろいろおつきあいさせていただい
て、その中で城市郎の本を作りたいと思ったんです。単行本でもいいから、
城市郎がどんな人かということをメインにして本を作ろうと思ってスター
トして、最初城さんに「発禁本人生」というタイトルを伝えましたら、そ
れがすごく気に入ったいただけたようです。
須川：編集者としては「やった！」という感じですね。
湯原：「発禁本人生」って、城さんにとっては当たり前の形容といいますか、
そういう言い方はすでにあると思っていたんですけど、｢初めて聞いた｣と
おっしゃってました。今回の「目録」にも、ご自分で「発禁本人生」とい
う単語を使っていたので、よっぽど気に入ったんだと思います。
自分の所蔵品だけで作りたいというお気持ちがあったのと、ご病気のこ
ともありましたので、間に合うのか間に合わないのかといった感じで、急
いで作っていました。
須川：この本の中心になっているのは城さんのロングインタビューですが、
非常に充実した中身です。何回ぐらいやられたんですか。
湯原：３〜４回ですね。１回行って撮影をして、あとは２日ぐらい話を聞
いていたと思います。ただ、インタビューとして１対１で話をするとなる
と、城さんはあまり得意じゃありませんし、体調のこともあって長時間は
だめですので、インタビューしたものに合間で聞いたものを挟んでまとめ
たというかたちですね。
須川：ここは、城さんの書かれた本がずらっと並んでいるところですね。
（図 18：別冊太陽「城市郎の発禁本人生」）
湯原：そうですね。一番右側がスタートで、『図書新聞』に連載していたの
を桃源社でまとめたものですね。
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須川：そのあと福武文庫に入って、さらに平凡社で合本になりますが……。
湯原：この『発禁本人生』が出たあとですね。このときは江戸時代まで進
出しましたが、もうちょっと人生が長ければ、江戸まで行きたかったとおっ
しゃってました。
◉城市郎文庫のもつ意味
須川：何にでもコレクターはいるものなんだろうとは思いますが、本のコ
レクターの人生を振り返るようなものって、また作れそうですか。
湯原：いまは著作権の問題がたいへんですので、本を紹介するのもビジュ
アルで紹介するのはだんだん難しくなってきていますね。時間とお金があ
ればできるのでしょうが。
須川：最初の『発禁本Ⅰ』から 20 年ばかり経つわけですが、この 20 年で
いろいろなことが変わってきたという気がします。社会通念みたいなもの
もずいぶん変わってきましたし、特にセックスに関することはそうだと思
います。
一方で、城さん自身は 20 年をはるかに超えるスパンで本を集めてこら
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れましたし、出版はまたそれを上回るグーテンベルク以降の歴史を背負っ
てきています。城市郎さんのこういう蔵書は、いまの時代に対してどう
いったことをわれわれに伝えてくれるんでしょうか。
湯原：城さんと話をしていますと、現物主義みたいなところがありました
ね。モノの力みたいことをかなりおっしゃいましたし、私自身もモノの力
というのは大きいなと感じています。いま本がなかなか売れないというこ
ともありますし、本として保管することも少なくなっていますから、こう
したものは、いまだから、あるいはこれから、より重要になってくると思
いますね。データだけでは見えないところがあるでしょうから。
須川：若い世代の人たちが、われわれの気づいていなかった側面を気づい
てくれるようなところがあれば、ありがたいですね。音楽だと、それこそ
CDを買わなくなって、データで聴いちゃうみたいなところがある一方、
また近年、ビニール盤に関する関心が復活しているようですが、それはこ
れまで CDで聴いてきたものと違う側面を発見しているのだろうと思うん
です。本に関しても、そういうことがあってもらいたいなと思います。
それと、さっき発禁に関して風俗と安寧ということばも出てきましたが、
どちらもいま社会の側がそれに対する通念を変えようとしています。そこ
も城市郎文庫がいまという時代に問題点を投げかけてくれるところかなと
いう気がします。
湯原：城さんも、このときから、あるいはこれより前からですかね、自分
の本がどうなるのかという心配はしておりました。これまでのコレクター
の人たちが集めたものがみんな散逸していることを知っていましたので、
できるだけまとめてどこかに預かってくれないかと、私も相談されたこと
があります。それで私も 2 か所ほどお声をかけたことがあったんですが、
結果的にはやはり難しかったですね。ですから、明治大学のお話を聞いた
ときに、ほんとによかったな、明治大学さん、すごいなと思いました。古
本屋さんの方に流れるといやだなとずっと思っていたので。
須川：これだけのものが散逸してしまうのは、本当に損失ですからね。
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須川：ここで質疑応答の時間にしたいと思います。前半の講演に関してで
もけっこうですので、この機会にお聞きされたいことがございましたら、
手をあげてお知らせいただければと思います。いかがでしょうか。
山泉：たいへん面白いお話でした。いくつか聞きたいのですが、たとえば
鉄道ファンに「鉄ちゃん」というのがいますね。鉄道ファンの中には、時
刻表が好きな人だとか、いろいろなタイプの人がいるわけです。本の好き
な人はたくさんいるでしょうが、きれいな装丁が好きだとか、特定の作家、
特定の分野とか、やはりいろいろな好みのジャンルがあると思うんです。
『発禁本』はどういう層の人が買ってくれたんでしょうか。おそらく何万
部と出ているわけですよね。
湯原：そうですね、びっくりするぐらいです。1999 年という時期もよかっ
たのかなと思います。いまよりは本に関心のある人がもうちょっと多かっ
たのと、やはり団塊の世代以上の人が多かったと思います。それから 20
年たって今後どうなっていくのか、私なども心配しているところです。
山泉：世代的には、団塊の世代ぐらいから上の本好き。その本好きの中で
も「発禁」となると限定されると思うんですが、本の中で「発禁本」とい
うのは、ある種のオーラというか、何か人を引きつけるものがあるんです
かね。
湯原：本好きプラス歴史好きみたいな方も入っているのかなと思います。
須川：「発禁」ということばはインパクトがありますよね。『別冊太陽』よ
りもはるか昔からあったわけですけど、「発禁本」としたのはすごくうまい
ネーミングだと思います。何だろうと思いますものね。
湯原：「発禁映画」の特集をやろうかと思ったこともありまして（笑）。
須川：それは図版が載せられないのでは（笑）。
湯原：なかなか掲載できないんですよ。難しかったんですけど、関心のあ
る人はけっこう多いかなと思います。見たいけど、見ることができない、
というところも魅力かと思います。
山泉：「発禁」というのは、何か隠されたものに対する好奇心とか、思うと
きに出てこないというニュアンスがあるんですかね。
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福島：福島と申します。
私は城さんとのおつきあいの中で、明治大学図書館に城さんのコレク
ションを引き受けていただく仲立ちをさせていただいたことがございま
す。コレクションの蔵書が空っぽになってしまったあとの城さんのお宅に
も何度かお伺いしたことがありますが、城さんが非常に寂しそうなご様子
をしておられたのを思い出します。
城さんも、こちらに引き受けていただくことについては、いろいろ経過
やためらいがあったようですが、こちらにお願いする決断をして、最終的
にはとても喜んでおられました。ご家族の方ともいろいろご相談されたと
思いますし、ご家族もたいへん喜んでおられました。
今日の浅岡先生のお話も、山泉先生のお話も、たいへん面白く、それ以
上に非常に意義のあるものでした。いま湯原さんと須川さんがお話しくだ
さった城さんのコレクションについてのお話も、城さんがどんな本を集め
ておられたかをビジュアルの形で見ることができて、素晴らしかったと思
います。これは湯原さんがお作りになった『別冊太陽』という媒体があっ
てはじめてできたことで、これもまた素晴らしいことだと思います。
それと同時に、今日のお話で私が非常に感銘を受けたことがございます。
城さんのコレクションは、いままでどういったものがあって、それがどう
いうふうになっているのかは、実はよくわかっておりませんでした。城さ
ん自身も、集めはしたけれども、ご自分で体系的に分類したりということ
はほとんどなさらなかった。いろいろ研究はされて、非常に細かいメモ書
きを１冊１冊に付けておられましたが、体系化がされていなかったので、
全体像がいままでほとんど見えてこなかったわけです。それが先年こちら
の明治大学図書館のほうで、さっきご紹介のあった分厚い「目録」を作っ
てくださったことで、その全容が一望できるようになった。今日の浅岡先
生のお話も、山泉先生のお話も、それに基づいて、城コレクションがどう
いう中身ででき上っているのかが、とてもよくわかるお話になっておりま
して、私としては非常に感銘を受けた次第です。
最後に、これはご報告ですけれども、今回のこの展示会をされることを、
ご家族にご連絡をしましたところ、ご遺族の方がたいへん喜んでおられま
した。実をいうと、去年ご家族３人で揃って東京にいらしたときに、この
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コレクションがいまどんな状態で保存されているのかを見たいということ
で、こちらの図書館事務室の菊池さんに紹介していただき、和泉図書館の
蔵書室を見せてもらって、私も一緒に伺ったことがあります。そのとき、
蔵書がきれいに整理されて分類されて並んでいるのを見て、たいへんご家
族の方も喜んでおられました。今回のこの件についても、奥様は、ほんと
うは出ていきたいところだけれども、もうとてもその力がない、このパン
フレットを送ってもらって、非常に嬉しいということを、電話で私におっ
しゃっておりました。
そんな意味で、私は今日とても感銘を受けて聞かせていただきました。
ありがとうございました。
須川：福島さん、どうもありがとうございました。
では、私どもの話はこれにて終了させていただきたいと思います。平凡
社の湯原公浩さんでした（拍手）。
図書館の入口近くにありますギャラリーで城市郎文庫の展示を行ってお
りますので、お帰りの際、ぜひごらんいただければと思います。また先ほ
どのお話にも出ました「米沢嘉博記念図書館」も、この図書館の裏あたり
にございまして、いまは「コミックマーケット展」というのをやっている
ようですので、ご興味のある方は、展示ともどもお運びいただければ幸い
です。
それでは竹内先生、よろしくお願いいたします。
司会：湯原さん、長時間にわたりまして貴重なお話をありがとうございま
した。須川さん、ありがとうございました。
では、これをもちまして、今回の講演会終了とさせていただきます。本
日は、どうもありがとうございました。（拍手）
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